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　この木は、公園や庭木に植えてあるのをよく見かけます。花は
小さく派手ではないけど実は真っ赤になり多く付きます。「苦労
せず金持ちになれる」と言われ、縁起が良い木として庭木に用い
られるようになったそうです。また、葉が乾くと鉄色になること
からも言われているとのことです。
　漢方薬に使われているという情報もあります。
　モチノキ科に属しています。モチノキと言えば、子供の頃に山
にあるモチノキの皮を釜で剥ぎ取り、それを泥沼に数日間置き、
そしてそれを金槌で何度もたたいては水でゆすぐを繰り返し、ト
リモチを作ったものです。稲刈りのシーズンには、杭の上にべっ
たり付け、田んぼの中に立て、稲を食べに来ている野鳥を捕まえ
たものです。そして、最後は親に叱られるという結末です。

【黒鉄黐(クロガネモチ)】
第16回2022印刷産業夢メッセ盛大に開催

第3回臨時常任理事会開催

【お知らせ】令和5年新年互礼会開催について

印刷産業関連業界親睦ゴルフ大会

広島県印刷優勝野球大会

福山支部だより

事務局だより　●組合のうごき
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―　３年ぶりリアルで開催　－

　10 月 21 日 ( 金 )･22 日 ( 土 ) の２日間、広島ガー
デンパレスで、コロナ禍ではあるが３年ぶりに「第 16
回 2022 印刷産業夢メッセ」が参加申込者延べ約 1,400
名で開催。
　初日、午前 9 時 10 分からオープニングセレモニーが、
来賓 ･ 実行委員会役員他多数が出席し、細川副理事長
の司会で行われた。
　はじめに中本俊之実行委員長挨拶、続いて来賓の全
印工連 滝澤光正会長、セミナー参加企業代表富士フイ
ルムグローバルグラフィックシステムズ㈱ 河合久仁浩
専務執行役員の祝辞があった。
　引き続き、㈱ SCREEN GP ジャパン 吉田一雄副会長、
大塚泰文岡山県工組理事長、藤田良郎山口県工組理事
長、秋田勉副実行委員長、喜瀬清理事顧問、岸本均也
顧問が加わり、ファンファーレと同時にテープカット
が行われ、「2022 印刷産業夢メッセ」が幕を開けた。
　午前 10 時 00 分から基調講演、滝澤会長の ｢INSATSU
未来トランスフォーメーション～ DX による新たな価
値創出～｣ に約 110 名の聴講者が参加、印刷業界の未
来について講演された。
　午後からソリューションセミナーが４つの会場で 12
テーマが行なわれた。
　２日目は、津田淳子氏（デザインのひきだし編集長）
の基調講演「『デザインのひきだし』の作り方」約 150
名が聴講。

　午後からは、前日と同じく４つの会場でのソリュー
ションセミナー８テーマが行われた。
　引続き、懇親会では約 110 名が出席し開催。開始時
に今回の夢メッセ開催告知ポスターの上位入賞者の表
彰が青年部の小下会長の司会で始まった。グランプリ
の㈱ユニバーサルポストの藤平茉奈実さんは２回連続
の受賞 ( コロナにより幻の 16 回は除く ) で、「この３
年の間に結婚、子供の誕生、そして、今年職場復帰し
て初めての作品で受賞、今後の仕事に大きな自信が持
てます」と喜びを語った。
  
　グ ラ ン プ リ 賞　藤平　茉奈美さん　㈱ユニバーサルポスト
　準グランプリ賞　大橋　一輝　氏　　アート印刷㈱
　準グランプリ賞　斎藤　裕行　氏  　　㈱中本本店

　その後、司会は中川副理事長に代わり、中本実行委
員長の挨拶と乾杯で懇親会が始まった。
　コロナ禍にもかかわらず、リアル開催ができたこと
は、今後に色々なイベント等を計画されているところ
に参考になったことと思われる。
　来年は、10 月 12・13 日にリーガロイヤルホテル
広島に於いて、全国大会と合わせて開催。皆さまのご
協力なしでは成り立ちません、是非、よろしくお願い
いたします。

第 16 回 ２０２２印刷産業夢メッセ盛大に開催 !!

今回の夢メッセ開催告知ポスター上位入賞者

グランプリ賞
藤平　茉奈美 さん

準グランプリ賞
大橋　一輝 氏

準グランプリ賞
斎藤　裕行 氏



（3）　第 436 号令和 4年 12月 1日 い ん さ つ 広 島

【中本実行委員長セレモニー挨拶】

「ＭＯＶＥ ＯＮ！」で
気分一新・新たに動きだそう！

【滝澤光正全印工連会長祝辞】

　今年の「夢メッセ」のテーマは
「MOVE ON！～動き出せ、ワク
ワクの次代へ～」といたしました。
この３年間、コロナでいろいろなことが滞ってしまいま
したが、気分一新、新たに動き出そうとそういうイメー
ジを持ってこのテーマといたしました。なかなか開催す
るまでにもコロナ対策ということがあるので、どのよう
になるのかなといろいろな形で心配をいたしましたが、
こうしてこのテーマの下で皆さんと一緒に開催すること
ができます。そして「MOVE ON！」このテーマには
２つのキーワードがあると思います。まず１つは知るこ
とです。いま全印工連で DX プラットがスタートしてい
ます。この DX プラットの目的の１つが会員相互の円滑
な受発注システム、それに生産協調体制を築くというの
が目的の 1 つ。そのためにも知るということ。自社の
強みを知る、そしてできることを知る、そして相手を知
る、そういった「知る」というのがキーワードになると
思っております。ぜひこの「夢メッセ」で多くの「知る」
というチャンスを掴んでいただければなと思っておりま
す。

　そしてもう 1 つは最近よく耳にする CSR とか SDGs
という言葉、これをいかにして我々企業経営に活かす
かというのがいま企業にとっても大切な課題であろう
かと思います。社会が求めるものは「会いたい未来を
作る」ということだと思います。そのためにできるこ
とは「会いたい未来」に少しでも貢献できるような商
品やサービスを生産すること、または調達をすること
だと思っております。ただ安ければいいということで
はなくて、持続可能性を高めるような生産や調達をす
るべきではないかなと思っております。あわせて我々
がお客様や消費者の皆様にそういった SDGs に即した
行動を提案することも大切な使命ではないでしょうか。
このような２つのキーワードをもとにして、皆様も意
識していただき、20 コマありますこのセミナー、ぜひ
ともこういった視点で皆様とともに勉強していければ
なと思っております。
　終わりにまだコロナも終息しておりませんが、我々
印刷業界もできること、するべきことを考えながら常
に進歩をしております。３年前とは違った新しい日常
ということで経済全体、そして我々の暮らしが少しで
もよくなるよう、こういったことで「動き出す」とい
うことができますように祈念しまして冒頭の挨拶とさ
せていただきます

「夢メッセ」をきっかけに
 一歩新しい次代に踏み出せ！
　このコロナ禍によりまして２年以
上停滞しておりました私たち印刷産
業が、また今日のこの「夢メッセ」を
きっかけに一歩新しい次代に踏み出す、そういう期待を
込めての開催だと思っております。数多くのソリュー
ションセミナーがありまして、そちらから得られるヒン
ト、あるいは参加者の皆様同士の交流によって得られる
ヒント、さまざまなヒントがこの２日間によって得られ
るものだと確信をしておるところです。
　さて、全印工連では現在中本実行委員長からお話があ
りましたが、デジタルトランスフォーメーションの事業
を推進しております。DX の活用によりまして生産設備
の稼働率の効率化、受注業務や管理業務の合理化、それ
らによる新しい価値創造を目指して構築いたしました全

印工連の DX プラットシステム、お陰様で 10 月から本
格運用がスタートいたしました。この後の、基調講演
で全印工連が目指すべきところ、DX を使ってどういう
姿を目指すのかについてお話をさせていただきたいと
思っていますが、いずれにしても全印工連のグランド
スローガンである「Happy Industry　人々の暮らしを
彩り幸せを創る印刷産業」の実現のためには印刷産業
の構造改革は待ったなしです。ぜひ本日と明日のこの

「夢メッセ」が印刷産業の新しい次代に向けての大きな
推進力になることを期待しております。
　私からのご挨拶と代えさせていただきます。本日は
誠におめでとうございます。



（4）　第 436 号 令和 4年 12月 1日い ん さ つ 広 島

【河合久仁浩 富士フイルム
グローバルグラフィックシステムズ㈱ 専務執行役員】

 「夢メッセ」を
　仕事のヒントとなる場に！
　我々出展社各社、この３年ぶりと
なるイベントに対して、それぞれ各
社それぞれ工夫をして皆様にご興味
を持っていただけるような内容でセ
ミナーをご用意いたしました。20 講座ご用意いたしま
したけれども、ぜひこの場を学びの場、あるいはお仕事
のヒントとなる場にしていただければ幸いでございま
す。
　さて、私どもコロナ禍で考え方とか行動がちょっと変
わったと聞いております。もののアンケートによります
と、一番変わったのは人付き合い、いわゆるコミュニケー
ションがすごく変わったということです。当然皆さん集
まる場がなくなったことが大きい原因ですけど、ただそ
れがずっと定着するかというとそれに対する答えはそう
ではないという反応があるということです。ちなみに一

番変わったというか、このまま変わるということになっ
たのが働き方だそうです。これはテレワークがこのま
まコロナが終息しても定着するということを表したの
だと思います。
　そのコミュニケーション、人付き合いが今変わりまし
たが、これはこのままではないという反応を人々は持っ
ているということで、ただしその中で従来のような人
付き合い、要は人間関係、ストレスはいっぱいありま
すがそれはちょっと置いておいて、より大切なことに
対して深く人間関係を構築していくというような人々
の動きがあるようです。ですので、今回我々がご用意
させていただいた講座にご参加いただける皆さんもお
そらくその課題の意識を高く持った方がご参加いただ
けるものだと思っております。そういう認識のもとで、
私ども皆様お客様を迎え入れたいと思っております。
　結びとなりますけれども今回の「夢メッセ」をきっ
かけにこの中国地区の印刷産業がますますご隆盛にな
ることを祈念いたしまして、挨拶と代えさせていただ
きます。
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　11 月 16 日 ( 水 ) 午後 2 時 30 分から、急遽、臨時
常任理事会を、理事長、副理事長、常任理事等 10 名が
出席で開催された。　　　　　
　始めに、中本理事長から ｢先月の夢メッセは色々とご
協力をいただきありがとうございました。今日急遽、皆
さんにお集まりいただいたのは、令和５年の新年互礼会
についてと、あと１年未満となった 2023 印刷文化典
広島大会についての打ち合わせです。誰がどの担当でど
のようなことをするのか、今一度よく認識を共有して成
功させたいと思いますので、ぜひご協力をお願いします｣
と開催の挨拶があった。

　議題
(1)　令和５年の新年互礼会について
　　　収支を考えた会費について

(2)　2023 印刷文化典広島大会に向けて
　　・協賛金、各委員会の役割・業務、委員会同士　
　　の横の連絡等々
　　・各自、自部会の行うことの把握と問題点を発　
　　表
(3)　その他
　　・第５回拡大理事会を１２月８日 ( 木 ) に開催

 「臨時常任理事会」開催

【お知らせ】　　　　　　　　　　令和５年新年互礼会開催について
1.　日　時　令和５年１月５日 ( 木 )　午後５時受付開始・午後６時開宴
2.　場　所　リーガロイヤルホテル広島　４階　ロイヤルホール　広島市中区基町６－ 78　
3.　会　費　13,000 円 ( お一人様 )
4.　申　込　事前に配布した申込書により、ファックスでお願いします。
　　　　　( 振込先 )　広島銀行　本川支店　普通　１００８３７９
　　　　　　　広島県印刷工業組合　新年互礼会　代表者　中本　俊之

昨年同様、コロナ禍での開催にな
りますので、拡大防止には十分配
慮しますが、ご協力もよろしくお
願いします。

 第 18 回 印刷産業関連業界親睦ゴルフ大会開催
　今回の大会も、昨年同様広島県の東・西地域、どちら
からでも距離的に近くになるように配意し、10 月 27
日（木）東広島の安芸カントリークラブで開催した。参
加者は 17 名、当日は寒くもなく暑くもなく絶好のゴル
フ日和で、あとは腕前 ( 成績 ) だけですが、皆さん怪我
もなく楽しくプレーされた。
　午前８時 15 分開会式が始まり、宇都宮運営委員長か
ら「今年は３年ぶりに印刷産業夢メッセがリアルで開催
することができました。皆さんのご協力に感謝します。
来年はリーガロイヤルホテル広島で全国大会と合わせて
開催します。その節はまたお世話になります。メーカー
ベンダー様の協力なしではできません。どうか、ご協力
をお願いします。今日はゴルフでグリーン場での親交を
深め、お互い楽しいゴルフをしましょう」と挨拶された。

その後、ＯＵＴ・ＩＮ ８時 40 分に同時スタートした。
　コースは、紅葉の中、あちらこちらで声が聞こえ走
り回ったり、皆さん楽しんでプレーされていた。
　大会終了後の表彰式では、司会が下位からの成績発
表を行い、たくさんの賞品を前に、誰が呼ばれるか、
自分の番は、で発表の都度大変盛り上がり和気あいあ
いのうちに終了した。

成績は以下のとおり。　（敬称略）　　　　 ネット
　優　勝　須磨　孝志　協和精機㈱　　　 　72.4
　準優勝　田頭　正芳　モンデン化成㈱　　 73.6
　３　位　喜瀬　　清　㈱ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾎﾟｽﾄ　 　74.4
　 ベスグロ  高丸　和志　 ㈱トモエ  　 　　　 82

中本 ・ 喜瀬 ・ 須磨 ・ 田頭
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　第 65 回広島県印刷優勝野球大会（主催／広島県印刷
工業組合）は、８チームが出場しトーナメント方式で１
日だけの戦いを、２つのグランドを使用し秋晴の 11 月
６日 ( 日 ) に開催した。第 63・64 回を新型コロナウイ
ルス拡大の影響により途中で中止、試合は３年ぶりの開
催となった。
　１日だけの開催により、早朝８時 30 分に第１試合を
開始。そのために毎回、選手・役員・審判団の皆さんが
朝６時前から準備やグランド整備をされる頭が下がる思
いだ。
　Ａグランドの１試合目は、瀬戸内海印刷㈱ ( 以下瀬戸
内海と省略 ) と広島洋紙㈱ ( 以下広洋と省略 ) が対戦、
１回表瀬戸内海がいきなり１点先制、その後も小刻みに
４点追加で５点。広洋は相手投手の速球に苦しみ６回に
１点を挙げたが１対５で敗れた。
　Ｂグランドの１試合目は、㈱アドプレックス ( 以下ア
ドプレと省略 ) と㈱ユニバーサルポスト ( 以下Ｕポスト
と省略 ) が対戦、１回裏アドプレが２点先制、その後も
小刻みに７点追加で９点。Ｕポストは再三のチャンスを
逃し、4・5 回に１点ずつ取ったが２対９で敗れた。
　Ａグランドの２試合目は、㈱中本本店 ( 以下本店と省
略 ) とイケダ㈱ ( 以下イケダと省略 ) が対戦、１回裏イ
ケダが１点先制、その後も小刻みに追加点。本店は５回
まで０行進、守りもにわか練習がひびき体の痛みが取れ
ず、５回裏に３点取られコールド負けに終わった。イケ
ダは準決勝進出。

　Ｂグランドの２試合目は、㈱金陽社 ( 以下金陽社と
省略 ) と㈱インパルスコーポレーション ( 以下インパ
ルスと省略 ) が対戦、１回裏インパルスが３点先制、
３回裏にも３点を挙げ６対１と楽勝に思えたが。イン
パルスの投手が５回表に突如乱調になり６点を計上、
逆転を許しそのまま終了。金陽社が準決勝進出。
　Ａグランドの準決勝は、イケダと瀬戸内海、初回か
ら１点ずつの取り合いで５回までで３対３の好ゲーム。
イケダは６回表０点、その裏瀬戸内海はランナーが出
て、サヨナラヒットで決勝進出。
　Ｂグランドの準決勝は、金陽社とアドプレ、３回終
了までは０対０の膠着状態、４回表金陽社が一挙５点、
その裏にアドプレが１点返すが、５回表に金陽社がま
た７点を挙げ１２点に、アドプレは隅川社長が居ても
立ってもいられないということで選手として出場した
が残念ながら勝てなかった。金陽社が決勝進出。

勝田機械販売㈱
福 岡 営 業 所
四 国 営 業 所

〒135-0041　東京都江東区冬木21-4（冬木ビル4F）　☎03-5245-1555
〒811-1255　福岡県那珂川市恵子1 - 17 - 4 02　☎092-952-7111
〒760-0080　高 松 市 木 太 町 1 6 7 9 番 地 　☎087-861-7773

【第６５回 広島県印刷優勝野球大会】

  「金陽社」５年ぶり１０回目の優勝
瀬戸内海印刷㈱は準優勝！
イケダ㈱・㈱アドプレックスは３位

優勝の㈱金陽社チーム

3 位のイケダ㈱チーム 敢闘賞　灘選手 3 位の㈱アドプレックスチーム 敢闘賞　岡本選手

㈱アドプレックス　隅川選手
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決勝戦は瀬戸内海印刷㈱と㈱金陽社の対決で
　決勝戦は、２回戦サヨナラ勝ちで乗っている瀬戸内海、
優勝となれば 68 年振り。一方、１回戦大逆転勝利で勢
いがある金陽社の対決。３試合目となれば両者とも疲れ
が出ていると思われるが、選手は一生懸命。
　１回表、瀬戸内海は２死２塁から１点先取。その後相
手投手の頑張りによりスミ１で終わった。一方金陽社は
若さの勢いというか２・３回の裏に２点ずつ得点。終
わってみればピッチャーは７回完投 10 奪三振と力投を
許し、金陽社の５年ぶり 10 度目の優勝を果たした。

　引き続き閉会式が行なわれ、中本大会会長から優勝、
準優勝、それぞれ表彰状・優勝旗・楯・トロフィーなどが、
また、個人賞の各賞を各選手に贈られた。 ( 準決勝戦
後に三位チームの表彰開催 ) 、小下副委員長の謝辞、
森委員の万歳三唱、中岡委員の閉会宣言で、第 65 回
広島県印刷優勝野球大会の全ての行事を終了した。
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準優勝の瀬戸内海印刷㈱チーム
優秀選手賞　渡辺選手

双子の子供達も応援

表彰式

優勝監督賞　高坂監督 最高殊勲賞　酒井選手 最優秀選手賞　川本選手

▽優勝監督賞　　高坂　幸彦 ( ㈱金陽社 )

▽最高殊勲賞　　酒井　寿大 (　　〃　　)　

▽最優秀選手賞　川本　昴流 (　　〃　　)

▽優秀選手賞　　渡辺　英一(瀬戸内海印刷㈱)

▽敢闘賞　　　　灘　　拓哉 ( イケダ㈱ )

　　　　　　　　岡本　健吾 ( ㈱アドプレックス）
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◎ 組合のうごき

事務局だより

11
　
　
　月

12
　
　
　月

八木地区
太田川
グランド

東　京

東　京

東　京

広　島

印刷会館

印刷優勝野球大会

臨時常任理事会

産業戦略デザイン室9日

6日

16日

17日

18日

中国地区事務局研修会

常任役員会・理事・政連

CSR推進委員会

東　京

熊　本

web会議

鳥　取

印刷会館拡大理事会

中国地区理事長会

産業戦略デザイン室
8日

9日

10日

17日

DTP技能検定事前研修

全青協正副議長会

11日

福山支部１１月例会

価値組・第３５回バリューズカップゴルフコンペ

　天気にも恵まれ、メンバーにも恵まれ、とっても楽し
いゴルフコンペでした。
　11 月３日（文化の日）、福山支部価値組委員会の親
睦ゴルフコンペ、第 35 回バリューズカップゴルフコン
ペを久井カントリークラブにて開催しました。6 組 23
名の方がご参加くださいました。備後エリアだけにとど
まらず、中本理事長を始め、広島からも大勢の方にご参
加をいただきました。初参加の方も何度も参加してくだ
さってる方も久しぶりに参加くださった方もいる。いろ
んな交流のある、とても意義のあるゴルフコンペになり
ました。
　そう言えばバリューズカップで優勝したことないよ
なぁ、優勝してる人って何回も優勝してるし、そういう
方はいっそ殿堂入りしてもらって、優勝のチャンスを広
げたいよねぇ、、、なんて冗談を言ってた矢先に初優勝者
が出るという ( 笑 )

　皆さん好スコア続出！和気あいあい楽しくプレイし
ていただけて何よりでした。次回は来年 2023 年の４
月の予定です。皆さんお楽しみに！　　　　　　　（林）

　　　

「年賀広告」募集について
　既に 11 月の配布物でお願いをしましたが、

「いんさつ広島」では、令和５年新年号の「年
賀広告」を募集しております。(12 月９日締
め切り )
　ご協力をよろしくお願いします。

・広告料金　１枠　　5,000 円
・規　　格　　55 ｍｍ× 28 ｍｍ　モノクロ

詳細については　
　TEL 082-293-0906　の事務局へ


